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ヒロシマ平松病院
概要

住所：広島市南区

病床数：161床
（一般病棟80床、回復期病棟41床、地域包括ケア病棟40床）

標榜科：整形外科の二次救急中心
消化器内科、消化器外科、呼吸器内科、麻酔科、脳外科、形成外科 .etc

感染対策向上加算2
感染対策チームあり
感染症専門医の常勤なし

協力医療機関
2022年4月～
中等症以下のCOVID-19陽性患者・疑い患者受け入れ
緊急フェーズ 陽性2床、疑い1床
一般フェーズ 陽性1床、疑い１床

2023年5月〜 段階２より病床を確保



当院が協力医療機関になるまで

 COVID-19 流行当初〜 ゼロコロナを意識

 2022年1月の第6波 クラスター発生

 １ヶ月でクラスター収束 感染対策会議、know-how蓄積

 感染対策向上加算2を取得

 2022年4月1日〜 協力医療機関

 2023年5月8日〜 流行の段階に応じ病床確保



5類移行後、大丈夫？

• 発熱外来は？

• 発熱患者の入院は？

• クラスターは？

通常診療の継続のため、発熱は不可避



「2類相当」時と同じ対応？

• 効果的かつ負担の少ない、対応が必要



問診
☎

地域の
感染状況

コロナあるいはインフル抗原検査（稀にコロナ遺伝子検査）ほか

陽性の場合、外来あるいは入院診療（個室対応）
ウイルス治療薬投与（必要時）

発熱外来 救急外来 入院
転院

救急室

一般待合室
より離れた
場所

発熱していますが、診てくれますか？・・・・・ 「どうぞ」（トリアージナース）

（ヒロシマ平松病院、2023年）

発熱患者（コロナ陽性者を含む）



救急室

外来診察室

以前はテント診察室

待合室

発熱者待合場所

以前は駐車場

発熱者の外来診察（ヒロシマ平松病院）



COVID-19の月別検査、陽性数（2023年、ヒロシマ平松病院）

COVID-19 検査には、発熱外来のほかに、濃厚接触者の検査も含む。
抗原キットは、コロナ＋インフルキットが主体。コロナ、インフル個別も含む。

・PCR検査（84検体中22件陽性） 検査センター依頼検査
・ID NOW™ （等温で反応が進む切断酵素増幅反応を使用した
核酸増幅検査）（405検体中45件陽性） 自院検査
・抗原キット検査（コロナのみは170検体中39件陽性 自院検査

PCR

ID 

NOW

抗原
キット

13日まで



COVID-19入院患者数（広島県トリアージセンターからの要請分）
ヒロシマ平松病院、R4年4月～R5年5月



COVID-19入院患者数（ヒロシマ平松病院、R4年4月～R5年10月）

広島県トリアージセンターからの入院要請の感染者（25名）

当院外来から入院した感染者あるいは入院中に感染した患者（31名）



☎  COVID-19 抗ウイルス薬（経口薬）を処方してくれますか？
トリアージナース用（2023年9月末日までの対応）

①感染者ですか？
➡ 感染予防投薬はできません。
②発症したのはいつですか？
➡ 発症後３日（ゾコーバ）、５日（他の２剤）以上経過している感染者は、治
療対象開始時期が過ぎており、処方できません。
➡ 60歳以下の健常者は、ゾコーバのみで、発症後４日以上は、投薬不可。
③自己検査していても、当院でも検査をします。
➡ 公費負担のため、陽性を病院検査で確認しなければなりません。
➃経口薬の効果は重症化予防や症状が少し早く改善するといわれています。
⑤陽性であっても、経口剤が処方できない場合があります。
➡ 投与要件（重症化リスクがない、症状開始からの期間）、服用している薬
剤との相互作用、腎障害、アレルギーなどでも処方できません。処方するかど
うかは医師が判断します。薬剤によっては、同意書が必要です。
⑥受診では、診察代や検査代など支払いが必要です。
➡ 抗ウイルス薬のみは無料（公費負担）ですが、解熱剤など他の薬剤や診
察費、検査費は保険診療としての支払いが必要です。



COVID-19 抗ウイルス薬（経口薬）

①ラゲブリオ® カプセル
（モヌルピラビル）

MSD

②パキロビッド®パック 錠
（ニルマトレルビル/リトナビル）

ファイザー

症状がある感染者に投与可能。一部自己負担（10月1日以降）

●対象：重症化リスクがある有症
状感染者
●投与開始：症状発現５日目まで
●用法用量（1パック）
成人（及び12歳以上の小児）に
、ニルマトレルビル1回2錠＋リト
ナビル1回1錠を、1日2回、５日間
●同意書：必要
●腎障害、コルヒチンは禁忌
●併用薬（禁止等）のチェック要

●対象：重症化リスクがあ
る有症状感染者

●投与開始：症状発現５日
目まで
●用法用量（１パック）

18歳以上に、１回４カプセ
ルを1日2回、５日間
●同意書：不要

●脱カプセルはやむを得な
い時のみ

③ゾコーバ® 錠
（エンシトレルビル）

塩野義

●対象：有症状感染者
●投与開始：３日目まで
●用法用量（７錠）
成人（及び12歳以上の
小児）に、1日1回、５日間

●同意書：必要
●妊婦（可能者も）禁忌
●併用薬のチェック要

処方時には薬局に連絡が必要

腎障害者用
は「３００」



COVID-19、インフルエンザ 定点報告数（週次）

（広島県感染症・疾病管理センター）

2023年5月以降



改正感染症法に係る概要（厚生労働省）



（広島県新型コロナウィルス感染症J-SPEED集計医療機関版）

COVID-19 入院症例の重症度（県内医療機関）
2023年11月15日まで



入院患者の面会は？

• 【面会緩和の内容】

人数； 1名→３名

面会時間； 15分→30分

体調不良の方の面会不可は継続

持ち込みでの陽性者の確認なし



外来対応医療機関

• 3月 最大6.4万 目標 （季節性インフルエンザ並み）

• 5類移行前 約4.2万

• 8月 約4.9万

• 11月 約4.9万



5類移行後をふり返ると

• 大きな感染拡大がなかった

• より効率的に発熱患者を診療できた

• 骨折＋発熱 対応できた

本来の地域での役割を回復できた



過度な恐れは不要、

必要時の対策は確実に
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